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4 年4 年 の あ ゆ み
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一 般 質 問

町 政 を 問 う

1 5 P
議 員 間 討 議

ど ん な ま ち に し た い か ？

1 6 P

委 員 会 報 告

所 管 事 務 調 査
活 動 レ ポ ー ト

【 特 集 】 議 会 活 動 を ふ り か え る  

笑 顔 で ス タ ー ト !笑 顔 で ス タ ー ト !笑 顔 で ス タ ー ト !新 学 期新 学 期新 学 期

№ 2 1 72 1 7   3 月 定 例 会
2 0 2 3 年 （ 令 和 ５ 年 ）５ 月 １ 日

発 行 ： 訓 子 府 町 議 会

議 会 ネ ッ  ト 配 信 中チ ャ  ン ネ ル 登 録よ ろ し く ね ！



【
特
集
】
議
会
活
動
を
ふ
り
か
え
る

議会活動４年の
「議会基本条例」のもと議会活性化活動をしてきたこの４年。
今期のあゆみを振り返り、町民の皆様にお知らせします。

議会だより

〇新部会による紙面見直し
〇表紙・裏表紙カラー化
〇全国・全道コンクールで受賞

議員研修

〇議会アドバイザー研修
〇先進地視察
〇各種研修会参加

議員 間討議

〇議員定数・　報酬
〇除雪問題
〇どんなまち　にしたいか

コロナもあったけど

新しいことに挑戦した

４年間だったね。
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【
特
集
】
議
会
活
動
を
ふ
り
か
え
る

特集 議会活動４年の
「議会基本条例」のもと議会活性化活動をしてきたこの４年。
今期のあゆみを振り返り、町民の皆様にお知らせします。

ＩＣＴの推進

〇インターネット録画配信
〇ＱＲコードによる情報発信
〇タブレット端末導入検討

議員 間討議

〇議員定数・　報酬
〇除雪問題
〇どんなまち　にしたいか

町民と交流

〇各団体との意見交換会
〇議会報告会
〇議会モニターの委嘱

　

四
年
間
を
終
え
て

　

              

議
会
活
性
化
特
別
委
員
会 

委
員
長

西　

山　

由
美
子

　

町
民
の
皆
さ
ん
に
選
ば
れ
た
10
人
は
、
４
年
間
基
本

条
例
に
沿
っ
た
活
動
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

主
に
「
町
民
と
の
交
流
」「
分
か
り
や
す
い
情
報
の
開

示
」「
議
員
同
士
の
議
論
」「
研
修
に
よ
る
学
び
」「
Ｉ
Ｔ

化
へ
の
挑
戦
」
な
ど
、
互
い
の
違
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、

議
員
の
果
た
す
役
割
を
、
模
索
し
て
き
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
歯
が
ゆ
い
思
い
も
あ
り
ま
し
た
が
、

く・

・

・

・

・

ん
ね
っ
ぷ
ら
し
さ
を
持
ち
味
と
し
て
、
次
世
代
に
繋

い
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

3
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一般会計

歳出

定

例

会

議案説明を視聴できます

44億7320万円

議会費 5107万円

総務費総務費
5億1004万円5億1004万円

農林水産業費農林水産業費
4億8006万円4億8006万円土木費土木費

2億7905万円2億7905万円
消防費消防費
2億4549万円2億4549万円

民生費民生費
7億0163万円7億0163万円

教育費教育費
5億2684万円5億2684万円

給与費給与費
7億7564万円7億7564万円

公債費公債費
5億9357万円5億9357万円

その他（労働費・予備費など）
613万円

衛生費
2億3773万円

商工費
6595万円

各会計予算
会　計　名 予　算　額

一 般 会 計 44億7320万円

特
別
会
計

国 保 会 計 8億3770万円

後期高齢者医療会計 1億0190万円

介 護 保 険 会 計 6億2760万円

下 水 道 会 計 2億7530万円

合　　　　　計 63億1570万円

水道事業会計予算
収益的収入及び支出

収　　入 1億7689万円

支　　出 1億6455万円

資本的収入及び支出

収　　入 1億7338万円

支　　出 2億0799万円

スクールバス置き去り防止装置導入事業

62万7千円

スクールバス内の児童
置き去り事故防止のため、
車内に降車時の点検・確
認装置を 3台設置するよ

4
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3月9～16日

３３
月月

定
例
会

定
例
会

　

町
か
ら
の
議
案
は
、
条
例
の
制
定
や
改
正
案
な
ど
14
件
、
令
和

５
年
度
各
会
計
予
算
案
６
件
、
令
和
４
年
度
各
会
計
補
正
予
算
６

件
で
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
議
員
提
案
の
条
例
の
制
定
１
件
、
報
告
１
件
、
意
見
書

案
１
件
は
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
、
了
承
し
ま
し
た
。

議会議会がチェ ック がチェ ック 今年の予算今年の予算（骨格）（骨格）



定

例

会

質疑・採択を視聴できます

※３月定例会は29人の傍聴がありました。

高齢者ハイヤーサービス事業

1153万8千円

骨格予算とは町長が変わる
年度の予算で新しい政策的
な予算はほとんど入ってな
いよ

5
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令和
５年度

◇
傍
聴
の
き
っ
か
け
は
？

　

支
持
し
て
い
る
議
員
の
最
後

の
質
問
だ
っ
た
の
で
聴
き
に
行

き
ま
し
た
。

◇
傍
聴
の
感
想
は
？

　

し
ば
ら
く
ぶ
り
に
傍
聴
に
行

き
ま
し
た
が
、
思
っ
て
い
た
よ

り
多
く
の
人
が
来
て
い
ま
し
た
。

◇
議
会
に
望
む
こ
と
は
？

　

５
月
か
ら
、
半
数
の
議
員
が

変
わ
る
が
、
勉
強
し
て
町
の
た

め
に
活
動
し
て
ほ
し
い
で
す
。平

ひらばやし

林 規
の り こ

子さん
（若葉町）

ひ
と
こ
と

ひ
と
こ
と

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

わたしは こう判断わたしは こう判断

全員賛成により可決した議件名
令和４年度各会計補正予算 
○一般　○国民健康保険　○後期高齢者医療　○介護保険　
○下水道事業　○水道事業

令和５年度各会計予算 
○一般　○国民健康保険　○後期高齢者医療　○介護保険　
○下水道事業　○水道事業

条例の制定 
○訓子府町議会の個人情報の保護に関する条例 
○訓子府町個人情報の保護に関する法律施行条例
○訓子府町情報公開・個人情報保護審査会条例 
○�訓子府町情報通信技術を活用した行政の推進に関する条例

条例の一部改正 
○�訓子府町議会議員及び訓子府町長の選挙における選挙運動の公
費負担に関する条例

○訓子府町情報公開条例
○�第１種会計年度任用職員の給与に関する条例及び第２種会計年
度任用職員の報酬、費用弁償及び期末手当に関する条例

○職員の給料に関する条例 
○国民健康保険条例

財産の処分 
○町有林生産素材販売

人事案件 
○オホーツク公平委員会委員の選任

専決処分の承認 
○一般会計補正予算（第13号～第14号）

報告 
○定期監査結果報告　○出納検査結果報告 
○所管事務調査結果報告

その他 
○町道路線の廃止　○町道路線の認定

意見書 
○�食料安全保障の強化及び食料・農業・農村政策の確立と酪農・
畜産経営の安定を求める要望意見書

議会議会がチェ ック がチェ ック 今年の予算今年の予算（骨格）（骨格）

※３月定例会では賛否が分かれた議件はありませんでした
※議長の代行をした西山副議長は採決に加わりません



一

般

質

問

◇工藤　弘喜 議員…………………………P 7
　・�「訓子府中小企業・小規模企業振興条例」

「訓子府町まちづくり町民参加条例」と今後

に向けた課題について

◇谷口　武彦 議員…………………………P 8
　・住宅政策推進事業について

　・商工業振興策について

　・少子化対策について

◇泉　　愉美 議員…………………………P 9
　・人口減少問題への対策について

◇河端　芳惠 議員…………………………P10
　・消防サイレン吹鳴と消防体制は

　・地域おこし協力隊の今後の考えは

◇西森　信夫 議員…………………………P11
　・今後の行政見通しは

◇余湖　龍三 議員…………………………P12
　・�コロナ禍の終息を迎えての会食を伴う会合の

今後の取り扱いについて

　・消防署救急車業務の出動体制の改善について…

◇山田日出夫 議員…………………………P13
　・新町政への引き継ぎについて

一
般
質
問
は
議
員
が
、
町
の
行
財
政
全
般
に
わ
た
り

事
務
の
執
行
状
況
や
将
来
に
対
す
る
方
針
を
聞
き
、

疑
問
点
を
た
だ
す
も
の
で
す
。

７７人の議員が質問人の議員が質問

一般質問の記事は、各議員が音声データを基にして書き上げたものを掲載しています。

一般質問は１人最長60分と定めています。

6
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一

般

質

問

工藤議員の一般質問を視聴できます

二
つ
の
条
例
に

共
通
す
る
理
念
は

問
こ
れ
ま
で
の
４
期
16
年

を
振
り
返
り
「
訓
子
府
町

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

振
興
条
例
」
と
「
訓
子
府

町
ま
ち
づ
く
り
町
民
参
加

条
例
」
に
関
わ
り
今
後
の

課
題
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

二
つ
の
条
例
に
は
共
通

す
る
理
念
が
示
さ
れ
て
い

る
と
思
う
が
町
長
の
見
解

は
。

町
長
「
中
小
企
業
・
小

規
模
企
業
振
興
条
例
」
は

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業

の
振
興
に
関
す
る
施
策
な

ど
の
推
進
と
持
続
的
発
展

並
び
に
地
域
経
済
の
活
性

化
と
町
民
生
活
の
向
上
を

目
的
に
。「
ま
ち
づ
く
り

参
加
条
例
」
で
は
人
口
減

少
、
少
子
高
齢
化
、
町
民

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
な
ど
町

を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き

く
変
化
し
て
い
る
状
況
に

お
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
地
域

課
題
に
対
応
し
て
い
く
た

め
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
町

民
の
ま
ち
づ
く
り
参
加
を

推
進
し
、
町
民
主
体
の
ま

ち
づ
く
り
の
実
現
を
目
的

に
制
定
し
た
。
こ
の
条
例

の
共
通
の
理
念
は
地
方
自

治
の
本
旨
の
一
つ
で
あ
る

住
民
自
治
で
あ
る
。

条
例
を
生
か
す
上
で
の

難
し
さ
や
課
題
は

問
条
例
を
生
か
す
上
で
の

難
し
さ
や
課
題
は
な
か
っ

た
の
か
。
あ
る
と
す
る
な

ら
そ
の
要
因
は
何
か
。

町
長
平
成
12
年
に
施
行
さ

れ
た
地
方
分
権
一
括
法
に

よ
り
地
方
分
権
改
革
が
は

じ
ま
っ
た
が
、
こ
れ
ま
で

地
方
自
治
を
取
り
巻
く
歴

史
的
経
過
が
影
響
し
、
訓

子
府
町
に
限
ら
ず
住
民
自

治
の
原
理
が
職
員
や
住
民

に
浸
透
す
る
ま
で
時
間
を

要
す
る
こ
と
が
現
状
の
課

題
で
あ
る
。
戦
後
、
憲
法

で
地
方
自
治
が
保
証
さ
れ

た
が
、
実
際
に
は
地
方
公

共
団
体
が
国
と
の
関
係
で

自
立
性
が
発
揮
で
き
な
い

状
況
が
続
き
、
広
く
住
民

自
治
の
意
識
の
浸
透
に
影

響
を
与
え
て
い
た
こ
と
が

要
因
だ
と
思
う
。

今
後
取
り
組
む
べ
き

課
題
は

問
本
町
に
お
い
て
今
後
取

り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
課
題
は
。

町
長
「
人
口
減
少
」「
地

域
経
済
の
活
性
化
」「
脱
炭

素
社
会
に
向
け
て
の
取
り

組
み
」「
災
害
対
策
」
な
ど

身
近
な
課
題
か
ら
グ
ロ
ー

バ
ル
な
課
題
ま
で
多
岐
に

わ
た
る
課
題
が
山
積
し
て

い
る
。

事
業
実
施
で

何
を
重
視
し
て
き
た
か

問
地
方
自
治
そ
の
も
の
や

事
業
の
実
施
に
お
い
て
何

を
重
視
し
て
き
た
の
か
。

町
長
就
任
以
来
厳
し
い
情

勢
で
あ
っ
て
も
町
民
福
祉

の
向
上
、
生
活
や
暮
ら
し

の
課
題
に
つ
い
て
町
民
の

声
を
積
極
的
に
町
政
に
反

映
す
る
こ
と
に
心
が
け
て

き
た
。
各
事
業
の
実
施
に

お
い
て
も
可
能
な
限
り
町

民
の
声
に
耳
を
傾
け
必
要

な
施
策
の
具
体
化
に
努
め

て
き
た
。
町
民
ニ
ー
ズ
の

多
様
化
、
社
会
環
境
の
大

き
な
変
化
か
ら
も
多
様
な

視
点
が
必
要
で
あ
り
町
民

の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加

推
進
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

町
民
の
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
加
を
推
進

今
後
の
課
題
解
決
に
向
け
た
考
え
方
は

工
く

藤
どう

　弘
ひろ

喜
き

 議員

問町
長

すべての町民に
やさしい町を
願っています

脱炭素社会に向けた本町の貴重な森林資源
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一

般

質

問

　

空
き
家
住
宅
実
態
調
査

問
空
き
家
住
宅
実
態
調
査

を
行
っ
た
が
、
結
果
は
。

町
長

空
き
家
な
ど
を
デ
ー

タ
ベ
ー
ス
化
す
る
た
め
に

調
査
を
行
っ
た
が
、
空
き

家
と
思
わ
れ
る
建
物
は
１

４
０
件
存
在
し
て
い
た
。

問
結
果
を
ど
の
よ
う
に
生

か
し
て
い
く
の
か
。

町
長

所
有
者
に
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
行
い
70
件
か
ら

回
答
が
あ
っ
た
な
か
で
は
、

約
７
割
が
高
齢
者
、
約
半

数
が
町
外
居
住
者
、
多
く

の
方
が
空
き
家
の
改
修
や

解
体
に
掛
か
る
費
用
の
支

出
が
困
難
で
あ
り
、
実
態

調
査
で
得
ら
れ
た
情
報
で
、

状
況
把
握
や
所
有
者
が
適

正
に
管
理
し
、
将
来
に
向

け
て
不
良
空
き
家
を
増
や

さ
な
い
よ
う
に
検
討
し
て

い
く
。

不
良
空
き
住
宅
の
解
体

問
不
良
空
き
住
宅
等
除

去
補
助
金
が
始
ま
っ
た
が
、

活
用
は
あ
っ
た
の
か
。

町
長
空
き
家
所
有
者
か
ら

３
件
の
申
し
込
み
が
あ
り
、

２
件
を
対
象
と
し
補
助
金

交
付
決
定
を
し
た
が
、
所

有
者
が
解
体
業
者
に
見
積

り
し
た
と
こ
ろ
、
費
用
を

工
面
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、

２
件
と
も
断
念
し
た
。

問
課
題
は
多
い
と
は
思
う

が
今
後
の
考
え
は
。

町
長

今
回
は
、
国
の
補
助

内
で
行
っ
た
が
、
今
後
国

を
超
え
る
政
策
を
町
で
覚

悟
が
で
き
る
の
か
、
検
討

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

空
き
家
バ
ン
ク
制
度

問
空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の

令
和
４
年
度
の
活
用
は
。

町
長
３
件
の
申
請
が
あ
り
、

「
町
内
在
住
者
で
中
学
校

以
下
の
子
ど
も
の
同
居
家

族
が
い
る
者
」
に
該
当
し
、

そ
れ
ぞ
れ
２
０
０
万
円
の

補
助
金
を
交
付
し
た
。

問
制
度
の
課
題
は
。

町
長
新
し
い
住
宅
は
飛
び

つ
く
が
、
昭
和
56
年
以
前

の
耐
震
制
度
で
の
住
宅
対

応
が
課
題
で
あ
る
。

訓
子
府
町
を
元
気
に

問
16
年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な

商
工
業
振
興
策
を
行
っ
た

が
、
訓
子
府
町
の
元
気
に

つ
な
が
っ
た
事
業
は
。

町
長
「
住
環
境
リ
フ
ォ
ー

ム
促
進
事
業
」
は
、
町
内

業
者
の
受
注
機
会
の
増
加

と
商
品
券
に
よ
る
町
内
消

費
の
拡
大
に
つ
な
が
っ
た
。

　
「
店
舗
出
店
等
支
援
事

業
」
は
、
不
足
業
種
の
解

消
や
町
外
か
ら
移
住
者
の

出
店
も
あ
り
、
元
気
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
考
え
る
。

問
実
現
半
ば
の
事
業
は
。

町
長
「
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
」

の
ニ
ー
ズ
が
多
く
、
生
活

の
利
便
性
向
上
の
た
め
に

も
検
討
が
必
要
と
考
え
る
。

問
元
気
な
ま
ち
づ
く
り
推

進
室
を
設
置
し
た
が
、
効

果
検
証
は
。

町
長
商
工
業
・
商
店
街
の

振
興
は
、
私
の
４
期
目
の

最
重
点
課
題
と
位
置
付
け
、

商
工
業
振
興
対
策
を
地
方

創
生
の
視
点
に
立
っ
て
経

済
的
か
つ
一
本
的
に
取
り

組
み
、
地
域
経
済
の
活
性

化
に
大
き
く
寄
与
し
て
い

る
と
考
え
て
い
る
。

谷口議員の一般質問を視聴できます

谷
たにぐち

口　武
たけひこ

彦 議員

新年度
新たな気持ちで
気を引き締めます！

問

町長

不良空き住宅所有者への今後の支援は
国だけでなく町独自の政策が必要

町民に好評な
空き家バンク制度と
住環境リフォーム促進事業

地
域
経
済
の
活
性
化
に

大
き
く
寄
与
を

元
気
な
ま
ち
づ
く
り
推
進
室

設
置
の
検
証
は

問町
長

一
口
メ
モ

不
良
空
き
住
宅
等

除
去
補
助
金

　

不
良
空
き
住
宅
の
解

体
に
要
す
る
費
用
を
建

物
の
不
良
度
判
定
を
行

い
、
認
め
ら
れ
た
住
宅

に
は
50
万
円
を
上
限
に

１
／
２
補
助
す
る
制
度
。

　

こ
の
ほ
か
に
「
少
子

化
対
策
に
つ
い
て
」
の

質
問
を
し
ま
し
た
。
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問

人
口
減
少
の
現
状

問
多
く
の
町
民
の
心
配
事

で
あ
る
人
口
減
少
問
題
だ

が
、
近
年
の
人
口
減
少
の

推
移
は
。

町
長

令
和
2
年
が
79
人
、

令
和
3
年
が
71
人
の
減
少

で
、
令
和
4
年
は
出
生
と

死
亡
の
差
に
よ
る
自
然
減

が
64
人
、
転
出
と
転
入
の

差
に
よ
る
社
会
減
が
39
人

の
合
計
１
０
３
人
の
減
少

と
な
っ
た
。

こ
れ
ま
で
の
成
果

問
人
口
減
少
に
関
わ
る
さ

ま
ざ
ま
な
事
業
に
取
り
組

ん
で
き
た
が
、
成
果
を
上

げ
た
事
業
は
。

町
長

空
き
家
活
用
定
住
対

策
補
助
金
や
店
舗
出
店
等

支
援
事
業
補
助
金
は
移
住

に
繋
が
り
成
果
を
上
げ
た
。

　

ま
た
、
こ
ど
も
園
や
医

療
費
無
償
化
な
ど
の
子
育

て
支
援
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

問
結
婚
を
望
む
方
の
希
望

を
実
現
す
る
こ
と
も
人
口

問
題
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る

が
、
婚
活
支
援
の
考
え
は
。

町
長

独
身
の
農
業
後
継
者

が
多
い
の
が
事
実
で
あ
る
。

　

若
者
か
ら
は
、
ク
リ
ス

マ
ス
時
期
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
や
キ
ャ
ン
プ
開
催
の
要

望
な
ど
が
あ
る
。
若
者
自

身
に
計
画
の
主
体
と
な
っ

て
も
ら
い
、
関
係
機
関
と

協
力
し
な
が
ら
進
め
て
い

き
た
い
。

問

現
役
世
代
は
仕
事
の

な
い
町
に
移
住
し
よ
う
と

は
な
ら
な
い
が
、
町
と
し

て
町
内
企
業
の
雇
用
に
関

す
る
取
り
組
み
は
あ
っ
た

か
。

町
長

商
工
業
の
後
継
者
や

新
規
雇
用
に
助
成
を
し
て

い
る
。

町
の
魅
力
発
信

問
町
内
外
へ
の
訓
子
府
の

魅
力
発
信
は
ど
の
よ
う
に

行
っ
て
き
た
か
。

町
長

首
都
圏
で
の
移
住
フ

ェ
ア
に
参
加
し
、
10
数
件

の
相
談
を
受
け
た
。

　

対
外
的
な
Ｐ
Ｒ
が
弱
い

の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

交
流
人
口
・
関
係
人
口

問
定
住
人
口
と
は
別
の
交

流
人
口
や
関
係
人
口
を
増

や
す
取
り
組
み
の
現
状
と

今
後
の
方
針
は
。

町
長

町
外
か
ら
も
多
く
の

人
が
訪
れ
る
ふ
る
さ
と
ま

つ
り
や
さ
む
さ
む
ま
つ
り

の
開
催
、
武
蔵
野
美
術
大

学
と
の
連
携
、
返
礼
品
で

特
産
物
の
Ｐ
Ｒ
も
で
き
る

ふ
る
さ
と
納
税
、
姉
妹
町

津
野
町
と
の
交
流
事
業
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み

を
実
施
し
て
い
る
。

持
続
可
能
な
ま
ち
で

あ
る
た
め
に

問

人
口
減
少
に
よ
っ
て

予
想
さ
れ
る
町
の
財
政
面

の
影
響
は
。

町
長

一
般
的
に
は
、
生
産

人
口
が
減
少
し
経
済
的
に

縮
小
す
る
こ
と
に
よ
り
、

住
民
税
な
ど
が
減
収
に
な

る
。

　

ま
た
、
人
口
を
算
出
基

礎
と
す
る
普
通
交
付
税
が

減
少
す
る
見
込
み
で
あ
る
。

問
町
民
の
心
配
は
、
生
活

に
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ

る
の
か
と
い
う
こ
と
だ
。

　

人
口
減
少
に
立
ち
向
か

う
町
の
決
意
を
伺
う
。

町
長

人
口
が
千
人
に
な
っ

て
も
町
は
生
き
て
い
け
る
。

　

町
民
自
身
が
町
は
滅
び

な
い
と
い
う
確
信
を
持
っ

て
ほ
し
い
。
行
政
は
安
心

し
て
住
み
続
け
ら
れ
る
町

づ
く
り
に
徹
す
る
べ
き
だ

と
考
え
て
い
る
。

泉
いずみ

　　愉
ゆ み

美 議員

今年の夏こそ運動する!

住
み
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
に
徹
す
る

人
口
減
少
に
立
ち
向
か
う
町
の
対
策
は

問町
長

本町の将来人口推計

泉議員の一般質問を視聴できます9
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般
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問

サ
イ
レ
ン
聞
こ
え
な
い

空
白
地
帯
は

問
消
防
庁
舎
が
移
転
し
た

が
、
サ
イ
レ
ン
が
小
さ
く

て
聞
こ
え
な
い
と
い
う
声

が
あ
ち
こ
ち
で
出
て
い
る
。

サ
イ
レ
ン
の
空
白
地
帯
は

な
い
か
。

町
長

胆
振
東
部
地
震
の

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
で
モ
ー

タ
ー
サ
イ
レ
ン
が
使
用
で

き
な
く
な
っ
た
反
省
か
ら
、

新
消
防
庁
舎
に
は
電
子
サ

イ
レ
ン
を
採
用
し
た
。

 

末
広
町
、
若
富
町
、
穂

波
に
あ
る
既
存
の
子
局
モ

ー
タ
ー
サ
イ
レ
ン
と
新
消

防
庁
舎
の
電
子
サ
イ
レ
ン

で
市
街
地
全
域
を
カ
バ
ー

し
て
い
る
の
で
ほ
ぼ
空
白

地
帯
は
な
い
と
認
識
。

非
常
時
の
団
員
招
集
は

問
非
常
時
の
団
員
招
集
は

メ
ー
ル
で
行
っ
て
い
る
よ

う
だ
が
そ
れ
で
十
分
か
。

町
長

平
成
20
年
の
通
信
指

令
体
制
の
一
元
化
に
よ
り
、

消
防
団
員
の
召
集
は
サ
イ

レ
ン
か
ら
メ
ー
ル
に
変
わ

っ
た
。
メ
ー
ル
は
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
受
信
で

き
る
の
で
不
便
は
な
い
と

聞
い
て
い
る
。

問
昨
年
12
月
緑
丘
で
の
火

災
時
、
消
防
自
動
車
は
サ

イ
レ
ン
が
鳴
っ
て
す
ぐ
出

動
し
た
が
、
２
台
目
は
団

員
の
集
ま
り
が
遅
く
て
出

動
に
時
間
が
か
か
っ
て
い

た
。
こ
れ
は
団
員
が
メ
ー

ル
の
着
信
に
気
付
か
な
か

っ
た
か
ら
で
は
。

町
長
出
動
に
は
支
障
が
な

か
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。

問
昨
年
10
月
総
合
防
災
訓

練
が
東
町
、
元
町
、
旭
町

の
住
民
を
対
象
に
行
わ
れ
、

サ
イ
レ
ン
を
合
図
に
避
難

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た

が
、
サ
イ
レ
ン
が
聞
こ
え

な
か
っ
た
と
の
声
も
あ
っ

た
が
対
策
は
。

町
長

サ
イ
レ
ン
の
音
が
小

さ
い
と
の
声
は
届
い
て
い

る
が
、
特
に
不
備
が
あ
っ

た
と
の
報
告
は
受
け
て
い

な
い
。

問
大
火
、
洪
水
な
ど
の
避

難
時
に
は
サ
イ
レ
ン
を
吹

鳴
す
る
と
あ
る
が
、
今
の

サ
イ
レ
ン
で
対
応
で
き
る

の
か
。

町
長

避
難
指
示
が
発
令
さ

れ
た
場
合
は
、
サ
イ
レ
ン

吹
鳴
、
広
報
車
、
災
害
メ

ー
ル
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
テ
レ
ビ

な
ど
あ
ら
ゆ

る
手
段
を
同

時
に
実
施
す

る
の
で
、
現

体
制
で
対
応

で
き
る
と
考

え
て
い
る
。

問

今
年
度
、
待
望
の
地
域

お
こ
し
協
力
隊
が
着
任
し

た
が
、
残
念
な
が
ら
年
度

途
中
で
退
任
さ
れ
た
。

　

協
力
隊
導
入
に
あ
た
り

役
場
内
で
の
合
意
認
識
の

醸
成
は
で
き
て
い
た
か
。

町
長

募
集
に
あ
た
り
、
各

課
に
協
力
隊
の
役
割
な
ど

を
説
明
し
協
力
隊
の
導
入

に
つ
い
て
聞
き
取
り
を
し

て
き
た
。

　

活
動
の
幅
を
広
げ
る
た

め
他
課
の
事
業
に
も
参
加

さ
せ
る
な
ど
し
て
合
意
認

識
の
醸
成
は
で
き
て
い
た
。

問
他
町
で
は
複
数
の
隊
員

を
雇
用
し
て
い
る
町
も
多

い
よ
う
だ
が
、
1
人
は
ハ

ー
ド
ル
が
高
く
厳
し
か
っ

た
の
で
は
。

町
長

本
町
で
は
初
の
試
み

で
あ
り
、
ま
ず
は
外
か
ら

の
視
点
を
生
か
せ
る
移
住
、

定
住
対
策
の
任
務
で
1
人

導
入
し
た
。

問

来
年
度
以
降
、
協
力
隊

の
導
入
を
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

町
長

新
た
な
執
行
体
制
で

検
討
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

と
思
う
。

河
かわばた

端　芳
よ し え

惠 議員

サイレンが鳴るような
災害が起きないで !!

問

町長

サイレン吹鳴と消防体制に問題は
空白地帯はないと認識

消防庁舎のサイレン

訓子府の良さを再発見

河端議員の一般質問を視聴できます

新
た
な
執
行
体
制
で

検
討
さ
れ
る

地
域
お
こ
し
協
力
隊

今
後
の
考
え
は

問町
長

10
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問

本
町
の
行
政
課
題
は

問

今
後
に
お
け
る
、
現
町

長
か
ら
見
た
本
町
の
行
政

課
題
は
。

町
長

課
題
と
し
て
、
人
口

減
少
と
少
子
高
齢
化
、
町

内
会
・
実
践
会
な
ど
の
地

域
活
動
の
担
い
手
不
足
、

地
域
経
済
の
活
性
化
、
脱

炭
素
社
会
に
向
け
て
の
取

り
組
み
、
地
域
公
共
交
通

の
維
持
、
高
齢
者
の
足
の

確
保
、
老
朽
化
し
た
公
共

施
設
や
道
路
、
橋
な
ど
の

維
持
更
新
、
災
害
対
策
、

国
が
推
進
す
る
デ
ジ
タ
ル

技
術
を
活
用
し
た
社
会
の

変
革
の
対
応
や
高
齢
者
を

は
じ
め
と
す
る
除
雪
対
策

な
ど
、
ほ
か
に
も
多
岐
に

わ
た
る
課
題
が
山
積
し
て

い
る
と
思
う
。

本
町
の
資
源
活
用
は

問
何
も
な
い
町
訓
子
府
と

言
わ
れ
る
ほ
ど
観
光
資
源

も
、
ほ
か
に
め
ぼ
し
い
資

源
も
な
い
中
、
本
町
で
の

資
源
活
用
は
何
か
。

町
長
本
町
は
農
業
基
盤
整

備
事
業
で
の
圃ほ

場
整
備
の

結
果
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
管
内

で
戸
当
た
り
経
営
規
模
が

最
小
で
あ
り
な
が
ら
高
い

生
産
性
を
誇
る
農
業
が
大

き
な
地
域
の
資
源
と
考
え

て
い
る
。

　

さ
ら
に
試
験
研
究
機
関

も
充
実
し
て
い
て
、
北
見

農
業
試
験
場
は
農
業
試
験

研
究
課
題
の
委
託
や
農
業

後
継
者
へ
の
講
座
開
講
な

ど
地
域
と
密
着
し
た
基
礎

研
究
施
設
と
な
っ
て
い
る
。

　

ホ
ク
レ
ン
訓
子
府
実
証

農
場
で
は
、
酪
農
と
畑
作

の
技
術
実
証
が
行
わ
れ
て

い
る
。
高
速
通
信
技
術
を

活
用
し
た
牛
の
健
康
管
理

や
個
体
識
別
を
目
的
と
し

た
研
究
実
証
を
取
り
組
む

ほ
か
、
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自

動
操
舵
や
可
変
施
肥
、
ド

ロ
ー
ン
の
活
用
な
ど
ス

マ
ー
ト
農
業
の
実
証
を
行

う
研
修
施
設
と
も
な
っ
て

お
り
、
町
外
か
ら
多
く
の

視
察
者
も
訪
れ
農
業
分
野

は
充
実
し
て
い
る
と
い
え

る
。　

　

企
業
に
お
い
て
も
、
味

の
素
食
品
や
訓
子
府
石
灰

工
業
、
特
産
品
と
し
て
、

う
ど
ん
、
み
そ
、
は
ち
み

つ
、
し
そ
ジ
ュ
ー
ス
、
た

れ
か
つ
丼
な
ど
も
あ
る
。

　

公
共
施
設
で
は
、
温
泉

保
養
セ
ン
タ
ー
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
、
温
水
プ
ー

ル
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
公
園

な
ど
多
彩
な
魅
力
あ
る
資

源
が
存
在
す
る
。

本
町
の「
地
の
利
」は

問

訓
子
府
の
「
地
の
利
」

は
何
か
伺
い
た
い
。

町
長

人
口
11
万
人
を
超

え
る
北
見
市
に
隣
接
し
て

お
り
、
高
校
、
大
学
、
専

門
学
校
な
ど
の
教
育
機
関

へ
の
通
学
や
通
勤
の
ほ
か
、

買
い
物
や
各
種
レ
ジ
ャ
ー

施
設
の
利
用
、
多
く
の
医

療
機
関
へ
の
通
院
な
ど
都

市
機
能
が
利
用
で
き
る
距

離
に
位
置
し
日
常
生
活
上

の
利
便
性
が
高
い
こ
と
だ

と
思
う
。

問

今
後
の
見
通
し
、
次
期

町
長
に
つ
な
い
で
い
た
だ

き
た
く
所
信
を
伺
い
た
い
。

町
長
本
町
の
地
の
利
を
生

か
し
、
も
っ
て
い
る
潜
在

的
な
力
を
も
っ
と
顕
在
化

さ
せ
な
が
ら
こ
の
町
を
発

展
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
い

い
と
思
う
。
終
え
る
に
あ

た
り
町
民
の
皆
さ
ん
に
感

謝
申
し
上
げ
る
。

課題山積　魅力あるまちづくりを

雪が解け黒い土が
見え出した
春が来た またがんばろう

多
岐
に
わ
た
る
課
題
が
山
積

今
後
の
行
政
見
通
し
は

問町
長

西
にしもり

森　信
のぶ

夫
お

 議員

西森議員の一般質問を視聴できます11
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一

般

質

問

　

飲
食
業
の
現
状

に
つ
い
て
の
把
握
は

問
コ
ロ
ナ
禍
の
確
認
か
ら

３
年
間
が
過
ぎ
、
政
府
も

マ
ス
ク
の
着
用
を
個
人
の

判
断
に
任
せ
る
な
ど
コ
ロ

ナ
対
策
を
抜
本
的
に
転
換

し
た
。

　

こ
の
３
年
間
は
飲
食
業

に
と
っ
て
苦
境
の
３
年
間

で
あ
っ
た
。

　

飲
食
業
の
現
状
に
つ
い

て
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て

い
る
か
。

町
長

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
は
猛
威
を
振
る
い

ま
た
た
く
間
に
感
染
が
広

が
っ
た
が
現
在
は
全
国
的

に
感
染
者
数
が
減
り
、
本

町
に
お
い
て
も
か
な
り
少

な
く
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
３
年
間
は
全
て
の

町
民
が
非
常
に
厳
し
い
生

活
を
強
い
ら
れ
、
飲
食
業

に
と
っ
て
も
自
制
や
時
短

営
業
の
要
請
、
感
染
症
対

策
の
徹
底
な
ど
厳
し
い
経

営
状
態
だ
っ
た
。

　

多
人
数
で
の
会
食
は

ま
だ
少
な
い
よ
う
だ
が
、

徐
々
に
少
人
数
で
の
会
食

な
ど
は
増
え
飲
食
店
の
客

足
が
も
ど
っ
て
き
て
い
る

と
感
じ
て
い
る
。

　

た
だ
、
も
う
一
つ
の
問

題
と
し
て
物
価
高
騰
に
よ

り
飲
食
業
に
と
っ
て
は
依

然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状

況
が
続
い
て
い
る
と
も
感

じ
て
い
る
。

今
後
の
飲
食
を
伴
う

会
合
解
禁
の
考
え
は

問
政
府
の
コ
ロ
ナ
対
策
の

抜
本
的
な
転
換
を
機
に
我

が
町
で
も
会
食
会
合
の
取

り
扱
い
に
つ
い
て
見
直
す

時
で
は
な
い
か
。

　

今
後
の
飲
食
を
伴
う
会

合
の
解
禁
の
考
え
は
。

町
長
国
や
北
海
道
で
は
３

月
13
日
か
ら
マ
ス
ク
の
着

用
を
個
人
の
判
断
に
ま
か

せ
る
こ
と
と
し
、
徐
々
に

で
は
あ
る
が
コ
ロ
ナ
禍
前

の
日
常
を
取
り
も
ど
す
方

向
に
向
か
っ
て
い
る
。

　

町
の
行
動
指
針
に
お
い

て
も
３
月
13
日
か
ら
は
町

が
主
催
す
る
懇
談
会
・
懇

親
会
な
ど
の
開
催
の
判
断

に
つ
い
て
は
言
及
し
な
い

こ
と
で
、
現
在
改
定
作
業

を
進
め
て
い
る
。

問
生
命
財
産
を
守
る
消
防

業
務
の
中
で
消
火
活
動
と

並
ん
で
重
要
な
救
急
救
命

の
た
め
の
救
急
車
の
出
動

は
年
々
回
数
が
増
加
し
続

け
て
い
る
。

　

都
市
部
で
は
過
酷
な
業

務
の
た
め
事
故
を
起
こ
し

た
事
例
も
あ
り
、
本
町
で

も
そ
の
よ
う
な
事
態
に
な

る
恐
れ
は
な
い
の
か
心
配

だ
。

　

今
後
の
出
動
体
制
の
改

善
の
考
え
は
。

町
長
消
防
職
員
の
勤
務
や

出
動
体
制
の
決
定
に
つ
い

て
は
北
見
地
区
消
防
組
合

の
権
限
で
あ
り
法
令
上
町

は
体
制
改
善
の
権
限
は
有

し
て
な
い
が
、
令
和
５
年

の
北
見
地
区
消
防
議
会
で

訓
子
府
支
署
の
職
員
定
数

が
15
名
か
ら
17
名
に
増
や

さ
れ
た
。

　

現
在
令
和
５
年
４
月
付

け
で
救
急
救
命
士
資
格
取

得
見
込
み
者
１
名
の
採
用

が
内
定
さ
れ
て
い
る
。

　

体
制
を
充
実
さ
せ
全
体

的
な
隔
日
勤
務
体
制
を

図
っ
て
い
く
。

問

町長

飲食を伴う会合の解禁の考えは
懇談会・懇親会の開催は言及しない

余
よ ご

湖　龍
りゅうぞう

三 議員

コロナが
落ち着きました
今後は活発な活動を

余湖議員の一般質問を視聴できます

職
員
定
数
が
15
名
か
ら

17
名
へ
増
員

今
後
の
出
動
体
制

改
善
の
考
え
は

問町
長

12
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一

般

質

問

問
高
齢
化
の
進
行
で
認
知

症
や
介
護
の
へ
の
身
近
な

対
策
と
体
制
整
備
が
必
要

で
は
な
い
か
。

町
長
認
知
症
な
ど
支
援
を

必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増

加
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を

中
心
に
在
宅
介
護
や
施
設

介
護
、
訪
問
介
護
、
配
食

や
訪
問
な
ど
の
各
種
サ
ー

ビ
ス
の
支
援
充
実
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

　

今
後
も
予
防
活
動
と
地

域
の
つ
な
が
り
や
活
動
の

場
を
創
り
支
援
体
制
の
強

化
に
努
め
る
。

問
地
域
の
お
年
寄
り
を
見

守
り
支
援
す
る
町
ぐ
る
み

の
運
動
が
必
要
。
町
、
町

内
会
・
実
践
会
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
連
携
し
、
地
域

に
多
少
の
濃
淡
が
出
て
も

い
い
か
ら
、
行
政
が
呼
び

か
け
を
始
め
な
い
か
。
新

町
政
に
必
要
性
を
積
極
的

に
引
継
ぎ
し
て
ほ
し
い
。

町
長
お
年
寄
り
が
安
心
の

町
づ
く
り
は
私
も
望
む
と

こ
ろ
だ
。
見
守
り
支
援
は

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
が
必
要
、

新
町
長
に
拡
充
を
求
め
る
。

問
災
害
を
防
ぎ
生
産
基
盤

支
え
る
農
地
排
水
溝
の
維

持
管
理
で
は
事
業
や
機
械

力
が
不
十
分
で
は
な
い
か
。

町
長

小
河
川
や
排
水
溝

の
土
砂
上
げ
は
保
全
会
事

業
と
直
営
と
で
実
施
す
る
。

今
後
は
昭
和
50
年
代
に
整

備
し
た
側
溝
な
ど
の
修
繕

箇
所
が
増
加
し
、
予
算
増

額
も
検
討
し
た
い
。

　

今
後
も
地
域
や
保
全
会

と
連
携
し
対
応
す
る
。

問
畑
周
辺
の
排
水
溝
が
、

土
砂
堆
積
で
流
れ
に
く

い
現
場
が
山
積
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
が
ま
た
災
害
を
招

く
の
で
保
全
会
や
直
営
の

予
算
を
増
や
し
、
機
械
力

不
足
に
も
取
り
組
む
べ
き

で
は
な
い
か
。

町
長
町
の
直
営
事
業
と
し

て
の
対
応
が
足
り
な
い
と

い
う
指
摘
か
と
思
う
。

　

土
木
直
営
の
予
算
も
あ

り
保
全
会
と
の
連
携
を
図

る
。
機
械
力
は
不
足
ぎ
み

で
、
国
・
道
と
の
連
携
な

ど
を
続
け
た
い
。

問
大
型
施
設
の
維
持
管
理

や
コ
ス
ト
、
利
用
推
計
の

心
配
に
ど
う
応
え
る
か
。

町
長
大
型
施
設
建
設
で
は
、

施
設
利
用
や
管
理
経
費
な

ど
の
情
報
提
供
を
し
て
き

た
。

　

今
後
、
全
て
の
公
共
施

設
の
個
別
施
設
計
画
を
作

成
し
公
表
す
る
。

問
広
聴
活
動
の
種
類
は
あ

る
が
、
町
民
意
見
を
直
接

聞
き
、
反
映
し
た
も
の
は

少
な
い
の
で
は
。

町
長
就
任
以
来
、
夜
間
町

長
室
、
車
座
ト
ー
ク
な
ど

を
実
施
、
私
ほ
ど
町
民
の

声
を
聞
く
町
長
は
い
な
い
。

　

高
齢
者
ハ
イ
ヤ
ー
利
用
、

保
育
料
減
額
な
ど
施
策
に

反
映
し
た
も
の
も
多
い
。

問
人
口
減
少
が
続
き
町
の

活
気
が
失
わ
れ
る
中
で
移

住
定
住
で
画
期
的
な
効
果

が
期
待
で
き
る
新
施
策
に

な
ぜ
消
極
な
の
か
。

町
長
直
接
、
間
接
的
に
移

住
定
住
に
結
び
つ
い
た
事

業
も
あ
る
。
空
き
家
活
用

定
住
補
助
金
、
移
住
相
談

窓
口
開
設
、
新
規
就
農
支

援
、
店
舗
出
店
支
援
事
業

な
ど
の
ほ
か
、
子
育
て
環

境
の
充
実
が
移
住
に
つ
な

が
っ
た
事
例
が
あ
る
。

　

第
６
次
町
総
合
計
画
で

も
重
点
的
に
移
住
定
住
に

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

春到来
町づくりも
新しい芽吹きを期待

ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
、新
町
長
に
求
め
る

お
年
寄
り
見
守
り
支
援
の
認
識
と
引
継
ぎ
は

問町
長

山
やま

田
だ

日
ひ で お

出夫 議員

山田議員の一般質問を視聴できます

思いやりあふれるまちづくりを
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モ
ニ
タ
ー
ひ
ろ
ば

議議会会
議会モニターからの意見議会モニターからの意見

をご紹介します。（要旨）をご紹介します。（要旨）

◇�議会だより（2月1日発行216号）

◇議会ホームページ

◇議会インターネット配信
について

訓子府高校生も傍聴での感想
が立派でしっかり考えていて
自分が恥ずかしいなと感じま
した。

高校の生徒や校長先生の写真
入りでの“声”はたくさん意
見が書かれていることも良
かった。

きかせてみんなの声の特別版
は、団体の声を聞くことと活
動があることを知ってもらう
こととしてもとても良いペー
ジだったと思う。

やはり表紙がカラーだと見や
すいです。以前のモノクロと
は雲泥の差を感じます。

議会用語は、わかりにくい「専
門用語」が丁寧にわかりやす
く明記されていたのでよかっ
たです。勉強になります。

�議会のホームページは訓子府
町のホームページの中にある
と聞いたので探せました。

特別版きかせてみんなの声で
は各団体との意見交換会、小
規模のグループの意見を興味
深く読ませていただきました。

「時世時節」初めて読みまし
た。これからの時代、人手不
足になっていくし、助け合い
の心は本当に大事になってい
くと思いました。

表紙には「二十歳の式典」、
内容には「議会を傍聴、訓高
生の声」が掲載されていたこ
とについて、訓子府町で育つ
若者たち、生活している若者
たちの様子が議会だよりの中
で伺えるというのは、大変良
いことだと感じました。若年層の議会傍聴と考察は彼

らにも、町にもとても良い機
会、活動であると思っていま
す。ぜひこれからも続けてい
ただきたいと願っています。

コロナ禍で「なにもかも」価
格が上昇していますね。農家
や酪農家そして各企業が現在
の一番の悩みどころだと思い
ます。経営圧迫状態を少しで
も和らげることができればい
いなと思います。一方で、各々
の対応には限界があると思い
ます。

�商品券の配布等していただき
大変ありがたく思っています
が、今後も物価上昇の傾向が
続く見込みがあるので「中長
期的ビジョン」に基づいた、
支援の検討をお願いしたいで
すね。そのためには、国・道・
町が今以上に連携をとりコロ
ナ離農や倒産を少しでも減ら
す「予防」が必要かと思います。

��読者モニターと町議との意見
交換という非常に貴重な時間
を頂けたことに感謝いたしま
す。これからもよろしく願い
いたします。

�表紙の写真がとても良かった。

島貫
昌代さん
（日出）

奥村
昇一さん
（穂波）

上原
寛隆さん
（駒里）

川戸
洋子さん
（清住）

柏木
邦宏さん
（栄町）

モニターモニター
ひろばひろば

インターネット配信は、ホーム
ページで気になる議員さんを
見ました。
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議

員

間

討

議

町民の方から「議員として、くんねっぷをど
んなまちにしたいの？」と問われました。
これをテーマに議員間討議を行うことに
なり、２グループに分かれて、５回会議
を開きました。 その中から主な

ものを報告します。

議員間
討議
全５回

くんねっぷくんねっぷをを
どんなまちにしたいか？どんなまちにしたいか？

・ハード面は完了
・安心して住みたいまち
・バランスのよいまち

・観光
・既存資源
・特産品の開発
・町のPR方法

・図書館整備の構想
・レク公園のPR
・町営牧場のPR活用

・高齢者の足の確保
・�道の駅、キャンプ
場の検討

・移住定住

・�ソフト面で町民
の声を聴く

・人口対策
・新しい産業

・�町民の声を吸い上げ
る仕組みづくり

・住宅施策

・�広報紙に町民の
声を折り込む

・地域での見守り

・�議会だよりに町民の
声を掲載する

・対面式の意見交換会

・�北見市のベッド
　タウン化の検討
・町の政策のPR・�自治会での見守り作業の

必要性から、町を挙げて
の仕組みづくり

山田

須河

仁木

西森

泉

谷口

余湖

画：西山由美子西山工藤

河端
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委

員

会

報

告

所管事務調査活所管事務調査活  動レポート動レポート
◇
上
水
道
事
業
の
運
営
に
つ

い
て
は
、
安
全
で
安
定
し
た

水
道
水
の
供
給
に
万
全
を
期

す
と
と
も
に
、
今
後
と
も
水

資
源
の
有
効
活
用
の
た
め
に

も
漏
水
箇
所
の
早
期
把
握
に

努
め
、
有
収
率
の
向
上
を
図

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
老
朽
管
の
更
新

計
画
に
つ
い
て
は
、
水
道
ビ

ジ
ョ
ン
を
基
に
財
源
確
保
や

財
政
状
況
を
見
据
え
、
計
画

的
な
推
進
を
求
め
ま
す
。

◇
町
有
林
の
維
持
管
理
に
つ

い
て
は
、
森
林
の
持
つ
水
源

か
ん
養
機
能
を
重
視
し
、
町

の
財
産
と
し
て
そ
の
価
値
を

高
め
る
た
め
、
森
林
整
備
な

ど
に
関
わ
る
財
源
確
保
を
引

き
続
き
国
に
対
し
求
め
る
と

と
も
に
、
関
係
機
関
と
連
携

を
図
り
、
適
切
な
管
理
に
努

め
る
こ
と
を
望
み
ま
す
。
引

き
続
き
ド
ロ
ー
ン
等
の
最
新

技
術
の
活
用
も
視
野
に
入
れ

て
い
た
だ
き
た
い
。

　

ま
た
、
森
林
認

証
の
活
用
・
Ｐ
Ｒ

な
ど
に
よ
り
、
木

材
産
業
活
性
化
の

推
進
を
図
る
こ
と

を
求
め
ま
す
。

◇
置
き
雪
除
雪
事

業
に
つ
い
て
は
、

周
知
方
法
と
今
後

の
事
業
展
開
を
期

待
し
ま
す
。

所管事務調査結果報告をご覧になりたいかたはこちら

所管事務調査は、常任委員会が、
その担当部門に関する町の事務に
ついて調べることだよ。
書類を見て町の担当者に説明を求め
たり、現場に行って確認したりするよ。

訓子府のおいしい水は
ここからもきているよ

さらなる周知に期待する 「置き雪除雪事業」

町民の生活を支える 「大谷水源地」

適正に管理されている 「町有林」
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委

員

会

報

告

歴史館に行ってみてね！
意外におもしろいよ

◇�

児
童
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て

は
、
子
育
て
・
教
育
面
な

ど
に
お
い
て
大
き
な
効
果

が
認
め
ら
れ
、
今
後
と
も

利
用
者
の
声
を
生
か
し
、

安
全
に
配
慮
し
た
運
営
を

望
み
ま
す
。

◇�

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
は
、
子
育
て
世
代

の
相
談
の
場
、
交
流
・
情

報
交
換
の
場
と
し
て
の
効

果
が
認
め
ら
れ
、
利
用
者

に
寄
り
添
っ
た
活
動
を
望

み
ま
す
。

◇�

歴
史
館
の
運
営
に
つ
い
て

は
、
入
館
者
の
拡
大
を
図

る
た
め
に
、
親
し
み
や
す

い
施
設
名
称
・
Ｐ
Ｒ
手

段
・
展
示
方
法
の
工
夫
な

ど
、
積
極
的
な
取
り
組
み

を
求
め
ま
す
。

◇�

文
化
・
芸
術
振
興
事
業

（
ア
ー
ト
・
タ
ウ
ン
・
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
）
に
つ

い
て
は
、
町
民
の
参
加
も

含
め
た
今
後
の
事
業
展
開

に
つ
い
て
検
討
を
求
め
ま

す
。
ま
た
、
作
品
へ
の
道

順
案
内
の
設
置
を
望
み
ま

す
。

◇�

Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
に
つ

い
て
は
、
事
業
効
果
が
十

分
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
、

教
職
員
の
研
修
を
引
き
続

き
実
施
し
、
健
康
に
十
分

配
慮
し
な
が
ら
、
児
童
生

徒
へ
の
教
育
効
果
の
向
上

に
努
め
る
こ
と
を
望
み
ま

す
。

所管事務調査活所管事務調査活  動レポート動レポート

子どもたちの放課後を見守る「ゆめゆめ館」

子育ての不安を相談できる 「子育て支援センター」

ＩＣＴを利用した教育が進む 「ＧＩＧＡスクール」

昭和のくらしがよみがえる「歴史館」

所管事務調査結果報告をご覧になりたいかたはこちら

 令和
４年度

17
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議

員

研

修

報

告

11月月2323日日

1010名参加名参加

11月月2424日日

1010名参加名参加

東 川 町 議 会	 谷口　武彦

鷹 栖 町 議 会	 山田日出夫

　

三
つ
の
道
が
な
い
町
上

川
郡
東
川
町
。
国
道
、
鉄

道
、
そ
し
て
水
道
が
な
い
。

　

東
川
町
に
は
３
年
前
か

ら
行
政
視
察
を
計
画
し
て

い
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
の

た
め
度
重
な
る
延
期
が
続

き
ま
し
た
が
、
や
っ
と
視

察
に
行
け
ま
し
た
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
で
は
、
59
人
が
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
で
活
動
を
し
て

お
り
、
ど
の
よ
う
な
町
に

し
た
い
か
横
で
の
つ
な
が

り
で
共
有
し
て
お
り
、
さ

ら
に
は
移
住
定
住
な
ど
に

も
生
か
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
町
独
自
の
ユ

ニ
ー
ク
な
政
策
も
数
多
く

行
な
わ
れ
て
お
り
、
公
立

の
日
本
語
学
校
や
町
民
が

気
軽
に
集
え
る
図
書
館
、

平
屋
建
て
の
オ
ー
プ
ン
教

室
、
廊
下
が
２
７
０
ｍ
の

小
学
校
、
写
真
文
化
首
都

「
写
真
の
町
」
と
し
て
の

取
り
組
み
な
ど
こ
れ
か
ら

の
ま
ち
づ
く
り
に
大
変
勉

強
に
な
り
、
生
か
し
て
い

け
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

鷹
栖
町
に
議
員
研
修
で

お
邪
魔
し
ま
し
た
。　

　

ま
ず
、
議
会
だ
よ
り
は

割
付
の
余
裕
が
あ
り
、
濃

い
グ
レ
ー
イ
ン
ク
を
使
っ

た
紙
面
は
重
く
な
く
読
み

や
す
く
作
っ
て
い
ま
し
た
。

　

議
会
予
告
の
手
法
は
電

車
中
吊
り
広
告
そ
っ
く
り

の
紙
面
の
た
め
、
刺
激
的

で
イ
ン
パ
ク
ト

抜
群
で
す
が
、

目
立
つ
こ
と
重

視
の
手
法
は
賛

否
両
論
も
あ
る

と
思
い
ま
す
。

　

議
会
傍
聴
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
用
意
し
気
軽
な
傍
聴

を
呼
び
か
け
る
姿
勢
は
大

賛
成
で
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

　

わ
が
議
会
だ
よ
り
は

国
・
道
の
受
賞
を
し
ま
し

た
が
、
一
層
の
前
進
を
目

指
し
ま
す
。

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
事

業
の
研
修
で
は
、
目
的
を

絞
っ
た
募
集
か
ら
町
民
交

流
、
起
業
・
定
住
ま
で
一

貫
し
た
思
想
と
プ
ラ
ン
が

必
要
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。

家具デザインアーカイブス

せんとぴゅあ内　本の森

鷹栖町議会の皆さんと

インパクト抜群の議会のチラシ
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議
員
研
修
報
告
／
公
務
の
出
欠
状
況

22月月1616日日
町村議会広報クリニック	 仁木　義人

　

東
京
都
の
全
国
町
村
議

員
会
館
に
て
開
催
さ
れ
た

「
町
村
議
会
広
報
ク
リ

ニ
ッ
ク
」
に
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
魅
力

あ
る
議
会
広
報
紙
の
作
り

方
の
ほ
か
、
各
町
村
で
発

行
し
て
い
る
議
会
広
報
紙

を
実
際
に
持
ち
寄
り
、
講

師
よ
り
直
接
ア
ド
バ
イ
ス

を
受
け
る
形
の
研
修
会
で

し
た
。

　

本
町
の
議
会
だ
よ
り
は

「
画
像
や
イ
ラ
ス
ト
を
多

く
使
い
、
文
字
数
も
多
く

な
く
読
み
や
す
い
。
ギ
カ

イ
く
ん
の
コ
メ
ン
ト
が
効

い
て
い
る
」
な
ど
が
良
い

点
が
あ
る
一
方
、
「
表
紙

の
画
像
が
ま
と
ま
っ
て
い

な
い
。
読
者
で
あ
る
町
民

の
声
を
も
っ
と
載
せ
る
」

な
ど
、
具
体
的
で
実
践
的

な
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま

し
た
。

　

今
回
の
研
修
で
学
ん
だ

こ
と
を
生
か
し
、
も
っ
と

身
近
で
読
ん
で
頂
け
る
議

会
だ
よ
り
を
目
指
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

議員の公務の出欠状況 議会基本条例に基づき公表します。

令和 5 年 2 月１日～令和 5 年 4 月 30 日

月　日 会　　議　　名
余

湖

西

森

山

田

仁

木

西

山
泉

谷

口

工

藤

河

端

須

河

2月14日 議会活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

15～17日 町村議会広報クリニック（東京都） ○

17日 全員協議会 ○ ○ ○ 出 ○ ○ ○ ○ ○

20日 議会運営委員会 ○ ○ ○ ○

オホーツク町村議会議長会総会（遠軽町） ○

21日 産業建設常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○

22日 総務文教常任委員会 ○ ○ ○ ○ ○

3月 1日 議会広報特別委員会（サポート部会） ○ ○ ○ ○ ○

9日 第１回定例会（～16日） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会（意見書協議） ○ ○ ○ ○

10日 産業建設常任委員会（意見書協議） ○ ○ ○ ○ ○

16日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会活性化特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会運営委員会（総括） ○ ○ ○ ○

27日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会（サポート部会） ○ ○ ○ ○ ○

4月11日 議会広報特別委員会 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議会広報特別委員会（サポート部会） ○ ○ ○ ○ ○

14日 議会広報特別委員会（サポート部会） ○ ○ ○ ○ ○

○ :出席、欠席理由（出：出張）
なお、出席を求められないものは斜線表示としています。
また、須河議員は、2月 14 日に議員辞職しています。　　　

講師から実践的なアドバイスを受ける
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ぎ
か
い
入
門
／
定
例
会
レ
ビ
ュ
ー
／
主
な
う
ご
き

４月
4日 こども園入園式	 （副議長・総文委員長）

6日～ 新入学期交通安全街頭指導	 （全議員）
14日
6日 訓子府小学校入学式	 （総文委員長）

居武士小学校入学式	 （副議長）
訓子府中学校入学式	 （副議長・総文委員長）

14日 訓子府町産業観光振興協議会定期総会
	 （副議長・産建委員長）

27日 新生紀森林組合通常総会	 （副議長）

主なうごき

議会運営委員会から

　議会運営委員会では、定例会終了後にそ
の運営を振り返り、よりよい議会運営をめ
ざしています。一部をご紹介します。

定例会レビューレビュー
３月定例会を振り返る

◇�議長を欠いての開催ではあった
が、支障なく運営され、上手く
まとまった。

◇�説明員の対応は、予算審議を含
め、問題はない。

◇�次年度も町長が継続するのであ
れば、より深い質疑ができたと
思われるが、今回は、勇退する
ことから、難しい状況にあった
と思う。

議
会
の
こ
と
を

　
　

も
っ
と
知
り
た
い

質
問
も

　

募
集
し
て
い
ま
す

ぎかいぎかい
入門入門

２月
4日 津野町交換留学生歓迎セレモニー	（正副議長）
5日 さむさむまつり開・閉会式	 （議長）
7日 津野町交換留学生歓迎離町式	 （正副議長）
15日 いだあきら後援会事務所開き	 （副議長）
17日 自衛隊家族会訓子府地区総会	 （副議長）
18日 武部新衆議院議員国政報告会	 （副議長）
20日 すかわ徹後援会事務所開き	 （副議長）
24日 第24回老連ハッピーボウリング大会	（副議長）
28日 こども園お楽しみ会【２歳児】	 （副議長）

３月
3日 自由民主党訓子府支部・髙橋文明

　 訓子府後援会合同事務所開き	 （副議長）
こども園お楽しみ会【１歳児】	 （副議長）

7日 こども園お楽しみ会【０歳児】	 （副議長）
15日 訓子府中学校卒業証書授与式 

	 （副議長・総文委員長）
20日 訓子府小学校卒業証書授与式 

	 （副議長・総文委員長）
23日 こども園卒園式	 （副議長・総文委員長）
24日 居武士小学校卒業式	 （副議長・総文委員長）

第４６回老連芸能発表会	 （副議長）
29日 令和４年度第１回訓子府町有林野経営審議会

	 （副議長・産建委員長）

議員年金制度は
あるの？

　平成２３年で地方議会議員
年金制度が廃止されたよ。
　それまで受給している人
は、今も支給されているよ。
　令和５年度は、７１８万円
を町が負担しているよ。

Ｑ

Ａ

たれカツ乙女
くるねちゃん

ギカイくん

ここから
見れるよ
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議
会
基
本
条
例
評
価

【評価欄】：�「◎」は概ね達成 、 「○」は達成したが改善の余地あり
　　　　　「△」達成していない 、 「×」は未着手

達成されているか

～議会運営委員会で評価
議会基本条例

　議会運営委員会では、令和２年度新たに「議会基本条例評価基準」を定め、これに基づいて
同条例の目的が達成されているか、実施計画が適正に実行されたかなどの検討および評価を行
いました。主なものを公表します。

令和4年度

目標
と
実績

〔 評価実施日：12月21日 〕

条　文 議会基本条例  （目 標） 実　　　績 評価

第５条

町民参画及び町民との連携

・�議会活動に関する情報公開の徹底
と町民に対する説明責任を十分に
果たす。

【意見交換会】
・8/26産建議員としゃべり隊6名
　⇒9/1実施後協議
　⇒9/15全議員へ報告
・11/9総文議員と居小後援会5名
　⇒11/18全議員へ報告
・11/17産建議員とつながるマルシェ実行委員会3名
　⇒11/18全議員へ報告

【議会報告会】
・�7/21、7/23「議会だより見直し」「ネット配信開始」
を報告後、グループ討議⇒議員間討議へ

【会議の公開】
・すべて公開
＜反省事項等＞
・議会報告会の開催方法を検討する必要がある。
・�政策提案までは、至らなかったことから、次年度
は、政策提案につなげていく必要がある。

○

第６条

議会広報の充実

・�町政に係る論点・争点の情報を町
民に周知する。

・�情報通信技術の発展を踏まえ多く
の町民が行政に関心を持つように
議会広報活動に努める。

【議会だより】		
・今年度から表紙、裏表紙のカラー化を実施。
 「議会だよりサポート部会」を設置し、見直し活動	

【ネット中継】
・ネット中継を継続。
【ホームページ】
・情報の早期掲載を図る。

◎

第１２条

自由討議による合意形成

・�議員相互間の自由討議を中心に運
営する。

・�議案等の審議に際しては、議員相
互間の自由討議により議論を尽くし
合意形成に努め、町民への説明責
任を果たす。

【自由討議】		
・�各種意見書についての課題、問題点などについ

て各委員会で討議した。		
＜反省事項等＞		
・�議員相互間の自由討議による合意形成は、難し

いと考える。なお、かなり高い目標であり、理
想的な条項であると思っている。

△

第１４条

議会モニターの設置

・�町民から広く意見を聴取し円滑かつ
民主的な議会運営等を推進するた
め、議会モニター制度を設ける。

【モニターとの意見交換会】
・12/20全議員と議会モニター4名
＜反省事項等＞
・�議会モニター制度は、議会改革の象徴であると思っ
ており、制度を通して、議会活動への関心をもっても
らうことを考える必要がある。

・�議会モニターは、5名では少ないと感じており10名程
度に増員し、広く意見を聞くことが必要と考える。ま
た、年齢層と男女比率も含め、増員を検する必要が
ある。

○

議会基本条例評価票をご覧になりたい方はこちら21
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３ 年 に お よ ぶ コ

ロ ナ 禍 も 、  こ の 春 に規 制 緩 和 が な さ れ日 常 の 生 活 が も どろ う と し て い ま す 。　
町 議 会 も 多 く の

制 約 の も と 、 研 修会 ・ 視 察 ・ 報 告 会な ど の 勉 強 の 機 会に 影 響 が で ま し た 。　
５ 月 か ら 新 メ ン

バ ー の 議 会 、  制 約 をう け た ３ 年 を 取 り

返 し 、  更 に 上 乗 せ でき る 活 動 の 必 要 を感 じ ま す 。　 「 町 民 の 声 を 聞 き 、町 政 に 声 を 」  は 議 員の 使 命 で す 。

余 湖

　
龍 三

あとがき

訓 子 府 町 議 会 ホ ー ム ペ ー ジ

① 訓 子 府 の
　  好 き な と こ ろ は ?

②  楽 し み に
　  し て い  る こ と  は ?

③ � 大 人 に な っ た ら
な り た い も の は ?

く ん ね っ ぷ 議 会 だ よ り
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訓 子 府 小 学 校 ６ 年 生 の 皆 さ ん に 聞 き ま し た訓 子 府 小 学 校 ６ 年 生 の 皆 さ ん に 聞 き ま し た
①  優 し い 人 が い て 、①  優 し い 人 が い て 、

メ ロ ン を く れ る とメ ロ ン を く れ る と

こ ろこ ろ

②  修 学 旅 行 で み ん②  修 学 旅 行 で み ん
な と 買 い 物 を すな と 買 い 物 を す
る こ とる こ と

③ 自 動 車 整 備 士③ 自 動 車 整 備 士

①  自 然 が い っ ぱ い①  自 然 が い っ ぱ い
あ る と こ ろあ る と こ ろ

②  最 高 学 年 に な る②  最 高 学 年 に な る

こ とこ と

③ 動 物 園 の 飼 育 員③ 動 物 園 の 飼 育 員

①  ふ る さ と ま つ り や 、①  ふ る さ と ま つ り や 、

さ む さ む ま つ り な どさ む さ む ま つ り な ど
い ろ い ろ な イ ベ ン トい ろ い ろ な イ ベ ン ト
が  あ る と こ ろが  あ る と こ ろ

② 修 学 旅 行② 修 学 旅 行

③ 薬 剤 師③ 薬 剤 師

き か せ て ！

坂
さ か

本
も と

 蓮
れ ん

星
せ い

さ ん相
そ う

馬
ま

 里
り お

音 さ ん

広
ひ ろ

部
べ

 い ぶ き さ ん 下
し も

地
じ

 響
き ょ う し ろ う

志 郎 さ ん

訓 子 府 小 学 校 の 子 ど も た ち

元 気 い っ ぱ い !
楽 し い 休 み 時 間 ! !
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①  お い し い ご は ん 屋①  お い し い ご は ん 屋
さ ん が  あ る と こ ろさ ん が  あ る と こ ろ

②  バ レ ー ボ ー ル 少 年②  バ レ ー ボ ー ル 少 年
団 が 楽 し み団 が 楽 し み

③  お 母 さ ん み た い な③  お 母 さ ん み た い な

人 に な り た い人 に な り た い

き か せ て ！
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